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リブドゥコーポレーションの
CNへの取り組み

〜 わたしたちは『地球の生きる力』を応援します 〜
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2022年取得 くるみん 2022年取得 トモニン

健康経営への取り組み

健康経営優良法⼈2025（大規模法⼈部門）認定ライフケア国内事業部門
関⻄経営品質賞2017年度シルバー受賞

メディカル事業
関⻄経営品質賞2019年度シルバー受賞

経営品質 仕事と育児・介護の両⽴

会 社 名 ︓株式会社リブドゥコーポレーション
設 ⽴ ︓1965年（昭和40年）4月1日
代 表 者 ︓代表取締役 社⻑執⾏役員 宇田 知仁
資 本 ⾦ ︓773,247,850円（2025年6月末現在）
事業内容︓大⼈用紙おむつ、介護用品･用具、メディカルディスポーザブル用品

（医療用不織布製品、キット製品）の製造および販売

会社概要
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（2024年4月1日時点）

事業所案内
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栃木芳賀工場 徳島貞光工場

徳島三野工場

徳島市場工場

愛媛川之江工場 愛媛新居浜工場 イノベーションセンター

（2024年4月1日時点）

生産・研究拠点
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生きるチカラを応援する

介護という垣根を超えて、自分らしく生きる⼈たちの毎日を支える。
医療の新しい可能性を模索し、ひとつでも多くの笑顔と健康を増やしていく。

私たちリブドゥコーポレーションは、「介護」と「治療」の両分野で、
⼀⼈ひとりの「生きる⼒」を応援します。

コーポレート
スローガン
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私たちの目指す未来



Ｃａｒｅ ライフケア事業
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ブランドサイトにて動画公開中︕
「リフレ」の想い 〜ブランドメッセージ〜
https://www.refre.livedo.jp/refre_brandmessage/

いまこの瞬間にも、排泄ケアを受ける人がいます。

その不便の度合いや不快感は人それぞれ。

本当のところは、誰にもわからないと思うのです。

だからこそ少しでも近くにいたい。

介護を受ける方、介護をする方の声に耳を傾けたい。

声にならない想いまで感じとりたいのです。

いっしょに考え、いっしょに悩み、いっしょに前を向き、想いを重ねていく。

そして想像力を尽くし、顔がほころぶ瞬間をイメージして

新しい製品や価値を生み出していく。

いつの日か、私たちの製品やサービスが、

介護やケアを受ける方のあらゆる想いに追いつきますように。

介護に携わる皆さまの理想のケアが叶えられますように。

私たちは挑みつづけていきます。

今を生きるすべての人が、いきいきと自分らしく暮らせることを願って。

〜 「リフレ」ブランドメッセージ 〜

介護の必要な人びとに対し独自の商品・サービスを提供しつづけます
大人用紙おむつの製造･販売



Ｃａｒｅ ライフケア事業
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「リフレ」が考える「お客様視点」〜モノづくりへのこだわり〜
PDCAサイクル※を繰り返しながら、常にお客様の声を元にした現場主義のモノづくりにこだわり、市場のニーズに
応えられる商品を提供しています。

n＝441 
（2024年 当社調べ）

豊富な商品バリエーション 介護現場の声を商品に反映 確かな品質と革新的な技術

※PDCAサイクルとは、Plan（計画）・Do（実⾏）・Check（評価）・Action（改善）

国内4工場、すべてにおいてISO14001・ISO9001の認証を取得



Ｃａｒｅ ライフケア事業
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排泄ケアを中心にトータルサポート
介護用品をより良くお使いいただくために

施設・病院向け
業務に役⽴つ情報やツールが盛りだくさん︕

在宅介護向け

介護のくらしにプラスをお届けする介護情報サイト
生活を元気にするお役⽴ち情報が満載︕

尿ケア専用品

介護ニュースをはじめ、施設・病院で働く
みなさまに毎日の業務に役⽴つ情報を発信

現場の業務改善と問題解決を応援します︕

関⻄テレビ 毎週土曜 5:55〜6:00
とちぎテレビ 毎週日曜 12:55〜13:00

毎週放送中

店頭用商品も充実
在宅で介護される⽅や尿モレの不安を感じ
始めた⽅に。「リフレ 超うす安心パッド」など
さまざまな商品を展開︕

お役⽴ち資料動画で学ぶ Livedo認定資格

令和5年度四国地⽅発明表彰「四国経済産業局⻑賞」受賞

コンテンツマーケティング・グランプリ2022の「専門コンテンツ部門」にてグランプリを受賞



Ｃｕｒｅ メディカル事業
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⼿術に必要な医療材料をひとまとめに ⼿術準備用キット「SCK®」
⼿術準備用キットの製造･販売

医療機器や不織布製品類など⼿術に必要となるディスポーザブルの医療材料を、あらかじめ1つにパッケージしたのが⼿術準備用
キットです。日本の医療現場に合わせて開発した独自のキットブランド「SCK®」は、キット本来のメリットを最大限に引き出し、
⼿術材料準備業務の標準化をめざします。

2017年 愛媛新居浜工場においてISO13485︓2016の認証取得
2018年 ISO13485︓2016認証範囲の拡大により、愛媛川之江工場を追加認証取得

看護師業務の合理化
業務効率が向上するため
看護師は⼿術業務に傾注

⼿術材料費の⾒える化
キット単位で消費⼊⼒ができるので、

⼿術ごとの医療材料費の分析精度が向上

感染リスクの管理（低減）⼿術付帯業務の標準化
⼿術の術式グループ別に準備が

できるので業務の標準化へ
シングルユース（単回使用）なので、

感染リスクの低減に貢献

「SCK®」の導⼊メリット



Ｃｕｒｅ メディカル事業
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医療に従事される⽅や治療を受ける⽅を汚染や感染から守る、メディカルディスポーザブル用品は、医療現場に
欠かせない製品です。変化する現場のニーズを的確にとらえたモノづくりで、高品質･高機能の製品をお届けして
います。

医療用不織布製品の製造･販売
常に使い⼿の⽴場に⽴ったモノづくりを

リブタス®は、AAMI（⽶国医療機器振興協会）が定めたLevel4に相当する防御性能を有するサージカルドレープ専用の
不織布です。液体の透過を防ぐ「防⽔性」と、患者のからだのラインになじむ「柔軟性」の両⽴を実現しました。
※AAMIレベル4に要求される⼈工血液バリア性基準について、日本国内検査機関にて試験（ASTM F1670）を実施し合格。

サージカルガウンサージカルドレープ アクセサリー



Ｃｕｒｅ メディカル事業
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病院経営の要となる「⼿術室」の課題解決を提案
⼿術室にソリューションを提供

メディカル事業では、⼿術準備用キットをお届けすることと同時に、医療現場の課題解決をMORALIS
（モラリス）※でサポートいたします。

⼿術データの調査・分析
アプリ活用による⼿術室運用の効率化支援

医療材料のピッキング支援ツールの提供

調査・分析

⼿術室と部門間の情報・記録の一元化
⼿術関連情報のデジタル⼀元管理

医療現場の総合ソリューションサービス
MORALIS【モラリス】

※Medical…医療の Operation…経営・業務
Resource…解決への⼿助け Administration…統治・管理
Lead…導く Innovation…革新的な Solutions…解決医療材料準備・ピッキング業務⽀援
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環境ビジョン2050 （2023年制定）
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2030環境ステートメント
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資源を活かし、豊かな自然環境を次の世代につなげる

主な活動内容 （教育・啓蒙・施策準備など）取組み体制
環境活動がスタート・環境ビジョン推進PJの発足2022年

全社のGHG総排出量（仮）の算定が完了・環境ビジョン推進PJ活動2023年

管理職（課⻑以上）に環境基礎学習（Eーラーニング）を実施・PJ内に6つの分科会を置き活動2024年

本部ごとに環境宣言（社内）の表明
リーダー、係⻑に環境基礎学習（Eーラーニング）を実施
社内エコ川柳（6月）・エコバザー（12月）を実施
GHG算定クラウドシステム導入。GHG総排出量算定の精度向上

・サステナビリティ推進部を新設
・役割を終えた分科会を解散し4WG
で活動

2025年

（予）全社GHG排出量および2030年削減目標の確定（予）環境ビジョン推進PJ活動
（予）環境ビジョン推進PJの解散

2026年

（予）事業活動をとおし各部門で環境活動を開始
⇒社員全員が環境活動に参画していることを実感

（予）事業部単位で環境活動2027年
〜2030年

しる

わかる

できる

やってみる

＜PJ目標＞2026年末までに戦略策定を行い、環境に関する全社での継続的な活動に繋げる。

小さなことでいい。社員全員が環境活動を意識し、何かを継続して
実行している状態にしたい。
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1）既存ビルマルチエアコンに、レトロフィット用圧縮機と新しい省エネ
冷媒制御を“入替え搭載”

【実施項目】
既存ビルマルチエアコン13台分についてオーバーホールではなく、レトロフィット
メンテナンスプランを適用した。

・レトロフィット用圧縮機への更新 ⇒ 消費電⼒約3％削減
・制御基板への更新 ⇒ 消費電⼒約10％削減

※合計での省エネ効果︔約13％

【課題】
空調機設置から12年が経過し、設置当初の性能を継続維持できなくなっ

てきた。

＊レトロフィットメンテナンスプランはダイキン工業株式会社の商標です。
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1）既存ビルマルチエアコンに、レトロフィット用圧縮機と新しい省エネ
冷媒制御を“入替え搭載”

実施効果
（⾒込）
年間での消費
電⼒
74,242kWh
省エネ効果
9,650kWh

【交換部品】

レトロフィット用圧縮機
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2）加工室内空調で井水を利用した予熱、予冷

•井水コイルによる
熱源容量の削減

年間通じて18℃前後の地下水を

予熱、予冷に使用しています。

117,000kWh／年

井⼾

外気
給気ファン

夏季：冷却,除湿
冬季：加熱

井水コイルを
予熱・予冷用
として利用

加工室空調室

チラー
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2025年1月に太陽光発電設備を設置、
稼働開始しました。

野⽴て ︓太陽光パネル容量 345.00kW
事務所棟屋上︓太陽光パネル容量 11.62kW
合計 ︓太陽光パネル容量 356.62kW

年間︓355,483kWhの発電（自家消費）⾒込み

3）太陽光発電設備導入
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4）蓄電池設置

太陽光発電設備設置と同時に
蓄電池の設置を⾏い、稼働開始しま
した。
蓄電池の容量︓30kWh
15kWhの機器を2個設置しています。

日常的に充放電しつつBCP対策とし
て停電時などに利⽤できるようにし
ています。
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約35年間使⽤した2台の加工機をスクラップにし、1台の
新型加工機に統合。
単位当たりの消費電⼒は152kWhから86kWhに低減し
44％の改善となった。

5）スクラップ＆ビルドによる生産ラインの統合
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6）高効率トランス（アモルファスタイプ）の採用

電気設備のトランス（10台）を待機電力が極めて低いスーパーアモルファス

に更新し、電力消費量を年間104,180kWh 削減しました。

効果（kWh／年）台数容量（kVA）

66,21731000
33,1083500
2,2071100
2,207250

441120
104,18010計
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7）空冷式ヒートポンプチラー更新（8台）

1,800,000kWh／年 1,650,000kWh／年

電力削減量
150,000kWh／年



29

8）インバータ化及び高効率モータへの更新

省エネ効果
（kWh）台数容量項目

51,013 345kW
インバータ化

61,153 137kW
12,938 190kW

ファンモータ
トップランナー化

43,077 375kW
24,388 355kW
5,667 145kW
6,818 137kW

205,054 13ー合計
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9）各工場の照明をLED化

削減効果LED化数実施年度
14,900 kWh／年161 台2011年1

52,730 kWh／年570 台2012年2

20,000 kWh／年202 台2013年3

119,553 kWh／年436 台2014年4

95,581 kWh／年243 台2015年5

29,046 kWh／年97 台2016年6

145,151 kWh／年210 台2017年7

92,311 kWh／年182 台2018年8

30,307 kWh／年286 台2019年9

112,083 kWh／年731 台2020年10

13,862 kWh／年123 台2021年11

170,273 kWh／年906 台2022年12

94,249 kWh／年602 台2023年13

171,161 kWh／年424 台2024年14

72,227 kWh／年670 台2025年15

【実施項目】
2011年より各工場のLED化を実施中。
現在、計画総数7,205台中 5,843台
（81％）のLED化完了。
残り1,362台についても2027年度ま
でにLED化の予定。
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省エネ
投資

改善活動

継続

小集団
活動

約30年 延べ約2,000テーマ

約22年 延べ約163,000件

約25年
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ご清聴ありがとうございました。


